
● 平成２７年５月、平成２９年後半から横田飛行場に配備する旨、接受国通報。

● 平成２９年３月、米空軍の他の運用との兼ね合いなどにより、配備を２０２０米会計

年度（平成３１年１０月～平成３２年９月）に延期する旨、公表。

２ 配備の概要
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ＣＶ－２２オスプレイの横田飛行場への配備について

１ 経緯

【配備スケジュール】

● 太平洋地域における安全保障上の懸念に対応するため、平成２９年に公表したスケ

ジュールを変更し、今年の夏頃に、５機のＣＶ－２２を横田飛行場へ配備する。

● この配備に先立ち、 ５機のＣＶ－２２ が、今週後半に地域の安全保障の訓練に参加

するため、横田飛行場に一時的な立ち寄りを行った後、一度本邦を離れる。今年の夏

頃に、配備のために横田飛行場に戻る。

● 今後数年間で、段階的に計１０機のＣＶ－２２と約４５０人の人員を配備する。

【配備の意義】

● 我が国を取り巻く安全保障環境が一層厳しさを増す中、高い性能を有するＣＶ－２２

オスプレイが我が国に配備されることは、米国のアジア太平洋地域へのコミットメント

及び即応態勢整備の観点から、日米同盟の抑止力・対処力を向上させ、日本の防衛

及びアジア太平洋地域の安定に資するものと考えている。

【安全面への配慮】

● ＣＶ－２２の日本国内における飛行運用に際しては、安全面に最大限の考慮を払うと

ともに、地元に与える影響を最小限にとどめるよう日米で協力していく考え。

● ＣＶ－２２は、米空軍仕様のオスプレイ。米海兵隊仕様のＭＶ－２２と機体構造及び基

本性能（エンジン、飛行システムの基礎）は同一。

※ 従事する任務の違いに伴い、ＣＶ－２２はＭＶ－２２
にはない地形追随装置などを装備。

● 各種事態が発生した場合に、米軍の特殊作戦部隊を輸送する任務を担う。

（参考）ＣＶ－２２について
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